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暁
雨
館
は
、
古
く
か
ら
俳
諧
の
里
と
し

て
知
ら
れ
る
土
居
町
に
あ
り
、
庄
屋
で

あ
っ
た
山
中
家
が
俳
諧
を
嗜
む
場
と
し
て

い
た
。
約
二
百
年
前
、
小
林
一
茶
が
伊
予

来
遊
の
折
、十
代
当
主
山
中
時
風
を
訪
ね
、

俳
句
を
残
し
た
場
所
と
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
で
は
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
、
先

人
の
業
績
な
ど
を
学
べ
る
他
、
俳
諧
の
里

土
居
俳
句
大
会
等
の
催
し
も
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
赤
石
山
系
や
関
川
で
採
れ
る
岩
石・

鉱
物
標
本
の
展
示
に
加
え
、
江
戸
時
代
か

ら
続
く
枯
山
水
の
古
庭
園
は
見
所
の
一
つ

で
あ
る
。

文
化
と
自
然
の
発
信
地
「
暁ぎ
ょ
う

雨う

館か
ん

」

～
俳
人
・
小
林
一
茶
の
足
跡
を
辿
る
～

（
四
国
中
央
市
土
居
町
）

○令和４年度通常総会

○ウクライナ人道危機救援金贈呈

○�県青連・県女性連令和４年度通常総会
及び指導者研修会

○新ビジネスモデル展開促進補助金

○D2C展開事業者の紹介

○ビジネス総合保険

○人事異動

表紙　写真提供：�タカハシ・フォト・スタジオ
（土居町商工会）



− 2 −

No.320	 えひめ 商工会 だより	 2022/7

　

商
工
会
連
合
会
と
商
工
会
議
所

連
合
会
は
、
４
月
７
日（
木
）、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金
に

百
万
円
ず
つ
寄
付
し
、
田
中
副
知

事
よ
り
謝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

救
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通

じ
て
、
支
援
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金
贈
呈

村上会長
（商工会連合会）

木綱会長
（商工会議所連合会）

田中副知事

　

商
工
会
連
合
会
は
、
令
和
４
年

度
通
常
総
会
を
、
5
月
26
日
、
愛

媛
県
知
事
、四
国
経
済
産
業
局
長
、

愛
媛
県
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
多

数
の
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
3
年

ぶ
り
に
対
面
式
で
開
催
し
た
。

　

初
め
に
村
上
会
長
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
、
我
々
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
わ
り
、
現
状
は
収
束
の

兆
し
が
見
え
隠
れ
す
る
も
の
の
依

然
と
し
て
不
透
明
な
状
況
に
あ

る
。
さ
ら
に
長
引
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
の
悪
化
や
日
米
の
金
利
格
差

等
に
よ
る
20
年
ぶ
り
の
円
安
水
準

も
影
響
し
、
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ

リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
商
工

会
組
織
に
お
い
て
は
、
国
や
県
が

進
め
る
施
策
が
地
方
に
ま
で
幅
広

く
波
及
す
る
こ
と
を
期
待
し
つ

つ
、
地
域
に
密
着
し
た
組
織
と
し

て
、関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

小
規
模
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
伴

走
型
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、

地
域
経
済
の
復
活
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
会
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
を
乗
り
越
え
、
中
小
・
小
規

模
事
業
者
の
雇
用
・
技
術
と
い
っ

た
経
営
資
源
を
活
か
し
た
事
業
価

値
の
向
上
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

事
業
者
に
細
や
か
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
事
業
再
構
築
、
承
継
・
再

生
、
生
産
性
向
上
を
積
極
的
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
役
職
員
の
資

質
向
上
や
会
員
増
強
運
動
に
努

め
、
組
織
の
強
化
に
も
取
り
組
む

旨
の
挨
拶
を
し
た
。

　

続
い
て
、来
賓
の
愛
媛
県
知
事
、

四
国
経
済
産
業
局
長
、
愛
媛
県
議

会
議
長
か
ら
祝
辞
を
頂
い
た
。

　

議
長
に
は
、
砥
部
町
商
工
会
会

長
が
指
名
さ
れ
、
令
和
３
年
度
の

事
業
報
告
・
収
支
決
算
の
承
認
を

始
め
、
３
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原

案
通
り
承
認
、
議
決
さ
れ
た
。

■
令
和
３
年
度
優
良
商
工
会

☆
福
祉
共
済
制
度

【
優
秀
賞
】

　

土
居
町
、
周
桑
、
し
ま
な
み

　

上
島
町
、
北
条
、
久
万
高
原
町

　

長
浜
町
、
保
内
町
、
伊
方
町

【
特
別
賞
】

　

し
ま
な
み
、
北
条

　

久
万
高
原
町
、
長
浜
町

　

保
内
町
、
伊
方
町

【
特
別
優
秀
賞
】

　

し
ま
な
み
、
北
条
、
保
内
町

　

伊
方
町

☆
商
工
貯
蓄
共
済
制
度

【
優
秀
賞
】

　

越
智
、
長
浜
町
、
吉
田
三
間

　

津
島
町

【
特
別
賞
】

　

越
智
、
長
浜
町
、
津
島
町

【
特
別
優
秀
賞
】

　

津
島
町

☆
会
員
増
強
運
動

【
優
良
賞
（
新
規
10
～
20
件
）】

　

土
居
町
、
周
桑
、
越
智

　

上
島
町
、
久
万
高
原
町

　

松
前
町
、
双
海
中
山
、
保
内
町

　

吉
田
三
間
、
鬼
北
町

【
優
良
賞
（
新
規
21
件
以
上
）】

　

し
ま
な
み
、
北
条
、
東
温
市

　

砥
部
町
、
内
子
町
、
西
予
市

　

愛
南
町

【
優
秀
賞
（
純
増
）】

　

土
居
町
、
周
桑
、
越
智

　

し
ま
な
み
、
上
島
町
、
北
条

　

東
温
市
、
砥
部
町
、
双
海
中
山

　

川
上
、
鬼
北
町

令
和
４
年
度 

商
工
会
連
合
会
通
常
総
会
開
催

村上会長挨拶

中村知事祝辞

優良商工会の表彰

経
営
改
善
と
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー　

商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
、

４
月
28
日（
木
）ネ
ス
ト
ホ
テ
ル
松

山
で
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
部
員
増
強
が

顕
著
で
あ
っ
た
２
商
工
会
青
年
部

に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
土
居
町
の
村
上
部

長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
令
和
３

年
度
事
業
報
告
、
令
和
４
年
度
事

業
計
画
、
令
和
４
年
度
中
四
国
商

工
会
青
年
部
交
流
会
事
業
計
画
決

定
、
弔
慰
金
申
し
合
わ
せ
事
項
に

つ
い
て
承
認
・
議
決
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
の
指
導
者
研
修
会
で

は
、
最
初
に
主
張
発
表
県
大
会
が

行
わ
れ
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
か

ら
青
年
部
活
動
を
通
じ
た
地
域
振

興
の
成
果
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
。

審
査
の
結
果
、
大
三
島
で
の
ブ
ラ

イ
ダ
ル
事
業
等
に
つ
い
て
発
表
を

行
っ
た
、
東
予
ブ
ロ
ッ
ク
の
藤
原 

慎
部
員
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

９
月
14
日（
水
）に
本
県
で
開
催
さ

れ
る
中
四
国
大
会
に
県
代
表
と
し

て
出
場
す
る
。

　

続
い
て
、
株
式
会
社
エ
ン
カ

レ
ッ
ジ 

代
表
取
締
役 

玉
野 

聖
子

氏
よ
り
、「
自
社
を
効
果
的
に
伝

え
る
た
め
に
」、
全
国
商
工
会
青

年
部
連
合
会 

副
会
長 

田
籠 

慶
峰

氏
よ
り
、「
グ
ー
グ
ル
ワ
ー
ク
ス

ペ
ー
ス
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で

基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
両
講
演

を
通
じ
て
、
自
身
を
Ｐ
Ｒ
す
る
際

の
ポ
イ
ン
ト
や
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
と
し

て
グ
ー
グ
ル
の
利
用
方
法
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
家
業

や
青
年
部
活
動
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。

【
青
年
部
主
張
発
表
結
果
】

最
優
秀
賞 

藤
原　

慎
（
し
ま
な
み
）

優
秀
賞 

安
田
信
二
（
津
島
町
）

敢
闘
賞 

松
室
純
平
（
松
前
町
）

　

〃　

 

藤
田
晴
樹
（
長
浜
町
）

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
、

４
月
25
日（
月
）メ
ル
パ
ル
ク
松
山

で
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
部
員
増
強
が

顕
著
で
あ
っ
た
２
商
工
会
女
性
部

に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
し
ま
な
み
の
中
司

部
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
令
和

３
年
度
事
業
報
告･

収
支
決
算
書
、

令
和
４
年
度
事
業
計
画･

収
支
予

算
書
、
弔
慰
金
に
関
す
る
申
し
合

わ
せ
事
項
変
更
に
つ
い
て
承
認
・

議
決
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
の
指
導
者
研
修
会
で

は
、
今
年
１
月
に
実
施
予
定
で

あ
っ
た
主
張
発
表
県
大
会
（
令
和

３
年
度
分
）が
行
わ
れ
、各
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
者
か
ら
女
性
部
活
動
を
通

じ
た
地
域
振
興
の
成
果
な
ど
が
発

表
さ
れ
た
。
審
査
の
結
果
、
地
域

産
品
で
あ
る
手
す
き
和
紙
の
折
り

紙
を
使
っ
た
交
流
事
業
等
に
つ
い

て
発
表
を
行
っ
た
、
南
予
ブ
ロ
ッ

ク
選
出
の
中
田
和
世
部
員
が
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
、
９
月
５
日（
月
）

に
広
島
県
で
開
催
さ
れ
る
中
四
国

大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
。

　

続
い
て
、
株
式
会
社
ニ
ノ
ズ
コ

ン
フ
ィ
チ
ュ
ー
ル 

代
表
取
締
役 

二
宮 

従
子
氏
、
取
締
役 

二
宮 

斉

子
氏
よ
り
、「
林
住
期（
り
ん
じ
ゅ

う
き
）
人
生
の
ピ
ー
ク
は
こ
れ
か

ら
」
の
テ
ー
マ
で
基
調
講
演
が
行

わ
れ
た
。
何
か
を
始
め
る
の
に
年

齢
は
関
係
な
い
と
い
う
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、参
加
者
か
ら
は
、

充
実
し
た
素
敵
な
人
生
に
な
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
た
。

【
女
性
部
主
張
発
表
結
果
】

最
優
秀
賞 

中
田
和
世
（
内
子
町
）

優
秀
賞 

苅
田
佳
子
（
土
居
町
）

　

〃　

 

向
井
京
子
（
砥
部
町
）

県
青
連
・
県
女
性
連

令
和
四
年
度
通
常
総
会
・
指
導
者
研
修
会
開
催

サービスのラインナップ産業雇用安定センターとは？

◆�昭和62年、厚生労働省と経済・
産業団体の協力により出向・移
籍の専門機関として発足し、設
立以来30年以上にわたり、全国
で約23万人の人材マッチング
を支援してきた実績と信頼のあ
る公益財団法人です。
◆�人材確保や従業員の出向・再就

職支援など、無料でご利用いた
だけます。
◆�お気軽に当センターにご相談下
さい。

　　  公益財団法人
　　  産業雇用安定センター 愛媛事務所
［所在地］松山市三番町4-11-1　住友生命松山三番町ビル４階
［TEL］089-931-5494
［利用時間］9：00～17：00（土・日・祝日除く）

●新入社員研修・フォローアップ研修
●リーダーシップスキルアップセミナー
●マネジメントスキルアップセミナー
●ハラスメントセミナー　など

人材確保・再就職の
人材マッチング１

人材育成・企業間交流の
　　ための出向支援3

キャリア人材バンク２

セミナー事業（有料）４

専門性の高い人材を
雇いたい、人材を確保したい

事業の整理・縮小を検討している
マッチング

能力・技術を有する高齢者の雇用を検討

66歳以降もまだまだ働きたい
マッチング

新規分野開拓のために経験者を受け入れたい

他企業での就業経験により従業員
の能力・技術向上を図りたい

マッチング

藤原　慎 氏

中田 和世 氏

二宮 従子 氏　　　二宮 斉子 氏

玉野 聖子 氏田籠 慶峰 氏

青
年
部
女
性
部
に
加
入
し
て
、
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を
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新ビジネスモデル

愛媛県内の意欲ある中小・小規模事業者の方 を々支援します。
コロナ禍に伴う消費者ニーズの変化や加速するDX、そして、昨今の
原材料費の高騰など、社会・経済環境の変化に対応するため、新たな
ビジネスモデルにチャレンジしませんか！

● 補助率・補助金額

補 助 率：３分の２
補助金額：下限 50万円/上限100万円

● 対　　象

● 補助要件

補助金の概要

愛媛県内に事業所を有する中小・小規模
事業者

経営計画に基づいて実施する事業再構
築や新事業展開など新ビジネスの展開
を目的とした事業であること

● 募集締切

● 対象事業の実施期間

令和4年6月24日（金）

令和4年12月末まで

詳しくはこちら

令和4年8月26日（金）
終了

追加募集

展開促進補助金

店舗とオンラインが融合した
体験型店舗

RPAを活用した
バックオフィス

キッチンカーによる移動販売

補助金活用の一例

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
経
済
社
会
の
変
化
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
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補助金事業の流れ

相談窓口

事業者
⑥実績報告書提出 商工会・

商工会議所
⑦実績報告書提出

④交付決定通知（採択の場合）

⑨補助金の支払い

①相談・申請書提出

事業実施までの流れ 事業実施後の流れ

②申請書提出

補助金事務局
（愛媛県商工会連合会）

募集
締切

⑤
事業実施

③採択審査

⑧実績確認

令和4年 6月24日（金）

愛媛県商工会連合会

令和4年 8月26日（金）
終了

● 商工会・商工会議所
市　町　名 対　象　地　区 団　体　名 TEL

東
予
地
区

四 国 中 央 市
旧伊予三島市、旧川之江市、旧新宮村 四国中央商⼯会議所 0896-58-3530
旧⼟居町 ⼟居町商⼯会 0896-74-5889

新 居 浜 市 全地区 新居浜商⼯会議所 0897-33-5581

⻄ 条 市
旧⻄条市、旧東予市 ⻄条商⼯会議所 0897-56-2200
旧⼩松町、旧丹原町 周桑商⼯会 0898-68-7244

今 治 市
旧今治市、旧朝倉村、旧⽟川町、旧関前村 今治商⼯会議所 0898-23-3939
旧波⽅町、旧⼤⻄町、旧菊間町 越智商⼯会 0898-53-3853
旧吉海町、旧宮窪町、旧伯⽅町、旧上浦町、旧⼤三島町 しまなみ商⼯会 0897-86-2130

上 島 町 全地区 上島町商⼯会 0897-75-3074

中
予
地
区

松 ⼭ 市
旧松⼭市 松⼭商⼯会議所 089-941-4111
旧北条市 北条商⼯会 089-993-0567
旧中島町 中島商⼯会 089-997-0218

東 温 市 全地区 東温市商⼯会 089-964-1254
久 万 ⾼ 原 町 全地区 久万⾼原町商⼯会 0892-21-2061
松 前 町 全地区 松前町商⼯会 089-984-1427
砥 部 町 全地区 砥部町商⼯会 089-962-2148

伊 予 市
旧伊予市 伊予商⼯会議所 089-982-0334
旧双海町、旧中⼭町 双海中⼭商⼯会 089-967-0197

南
予
地
区

⼤ 洲 市
旧⼤洲市 ⼤洲商⼯会議所 0893-24-4111
旧⻑浜町 ⻑浜町商⼯会 0893-52-0312
旧肱川町、旧河辺村 川上商⼯会 0893-34-2531

内 ⼦ 町 全地区 内⼦町商⼯会 0893-44-2166

⼋ 幡 浜 市
旧⼋幡浜市 ⼋幡浜商⼯会議所 0894-22-3411
旧保内町 保内町商⼯会 0894-36-0519

伊 ⽅ 町 全地区 伊⽅町商⼯会 0894-38-0809
⻄ 予 市 全地区 ⻄予市商⼯会 0894-62-1240

宇 和 島 市
旧宇和島市 宇和島商⼯会議所 0895-22-5555
旧吉⽥町、旧三間町 吉⽥三間商⼯会 0895-52-2233
旧津島町 津島町商⼯会 0895-32-2215

⻤ 北 町 全地区 ⻤北町商⼯会 0895-45-0813
松 野 町 全地区 松野町商⼯会 0895-42-0505
愛 南 町 全地区 愛南町商⼯会 0895-73-0700

新ビジネスモデル展開促進補助⾦事務局　　TEL 089-994-8316
● 補助⾦事務局

県
の
補
助
金
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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【
企
業
概
要
】

　

当
工
房
は
、
佐
礼
谷
の
山
間
で

営
ま
れ
、
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
と

シ
ャ
ー
プ
な
形
状
が
作
風
の
特
徴

で
す
。

　

砥
部
焼
工
房
と
し
て
、
砥
部
の

土
を
使
い
、
絵
付
け
は
伝
統
的
な

砥
部
焼
の
イ
メ
ー
ジ
の
白
地
に
紺

色
だ
け
で
な
く
「
こ
げ
茶
色
や
黄

土
色
（
写
真
参
照
）」
の
作
品
も

作
り
ま
す
。

　

代
表
の
梶
原
さ
ん
は
、
お
客
さ

ま
が
ず
っ
と
触
れ
て
い
た
い
と
感

じ
ら
れ
る
も
の
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

【
取
組
内
容
】

　

Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ

ｇ
ｒ
ａ
ｍ
な
ど
）
で
は
、
砥
部
焼

の
魅
力
を
情
報
発
信
中
。
砥
部
焼

通
販
「
と
べ
ま
ち
モ
ー
ル
（
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
）」
か
ら
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。

【
企
業
概
要
】

　

瀬
戸
内
海
に
面
し
た
自
然
豊
か

な
保
内
町
喜
木
津
に
て
、
自
家
農

園
で
野
菜
、
果
物
を
育
て
る
か
た

わ
ら
、
心
と
体
に
優
し
い
素
材
を

厳
選
し
、
心
を
こ
め
て
洋
菓
子
を

手
作
り
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
二
宮
さ
ん
は
、
お
菓
子

作
り
を
ほ
ぼ
独
学
で
習
得
し
、
こ

だ
わ
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
が
目

を
引
き
ま
す
。

【
取
組
内
容
】

　

商
品
の
充
実
を
図
る
た
め
、
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
を
活

用
し
、
新
し
い
ベ
ー
グ
ル
を
開
発

し
ま
し
た
。（
上
写
真
参
照
）

　

ま
た
、
全
国
連
主
催
Ｅ
Ｃ
セ
ミ

ナ
ー
等
を
受
講
し
、
フ
ァ
ン
の
獲

得
に
向
け
て
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活

用（
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
な
ど
）

の
強
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
か
ら
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。

代表の梶原さん

【新商品】酒粕こし餡ベーグル
（伊方町産酒粕と保内町産餡を使用）

左３点：独自の装飾『錆墨』シリーズの食器類
右１点：�伝統的な青白磁に黒柿色をまとった　

カップ＆ソーサーセット

陶
房
Ｋ
ⅰ
ｂ
ⅰ

代
表　

梶
原　

英
佑

伊
予
市
中
山
町
佐
礼
谷
甲
４
１
４
の
１

とべまちモール
（ECサイト）

Ｄ
２
Ｃ
展
開
事
業
者
の
ご
紹
介　
～
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
活
用
～

ＨＰ

2022年４月１日現在

ECサイト Instagram

お
か
し
屋
Ｓ
ｈ
ａ
ｎ 

Ｓ
ｈ
ａ
ｎ

代
表　

二
宮　

香
織

八
幡
浜
市
保
内
町
喜
木
津
２
の
３
３
８
の
１

【人気商品】　黒め塩スコーン

Ｈ
Ｐ
・
Ｅ
Ｃ
構
築
ツ
ー
ル
を
利
活
用
し
、
販
路
を
開
拓
し
ま
し
ょ
う
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新型コロナ
ウイルスも
補償します！

経
営
に
役
立
つ
各
種
共
済
制
度
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
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○
事
務
局
長
（
2
名
）

　
北
条
商
工
会
　

　
　
椋
名
　
克
明

　
　（
北
条
　
経
営
指
導
員
）

　
鬼
北
町
商
工
会
　

　
　
金
繁
　
博
樹

　
　（
鬼
北
町
　
経
営
指
導
員
）

○
経
営
指
導
員
等
（
16
名
）

　
北
条
商
工
会
　

　
　
白
戸
　
謙
一
（
東
温
市
）

　
　
岩
田
リ
チ
ャ
ー
ド
昂

　
　（
北
条
　
経
営
支
援
員
）

　
中
島
商
工
会

　
　
清
水
　
智
之
（
伊
方
町
）

　
東
温
市
商
工
会

　
　
岩
井
　
陽
美
（
砥
部
町
）

　
松
前
町
商
工
会

　
　
渡
部
　
誠
二
（
中
島
）

　
砥
部
町
商
工
会

　
　
江
戸
　
道
夫
（
松
前
町
）

　
長
浜
町
商
工
会

　
　
大
嶋
　
哲
矢
（
連
合
会
）

　
伊
方
町
商
工
会

　
　
中
村
　
喜
範
（
西
予
市
）

　
西
予
市
商
工
会

　
　
鶴
井
　
一
之
（
吉
田
三
間
）

　
　
松
田
　
恵
美
（
長
浜
町
）

　
吉
田
三
間
商
工
会

　
　
高
橋
　
隼
人

　
　（
伊
方
町
　
経
営
支
援
員
）

　
津
島
町
商
工
会

　
　
森
田
　
竜
作

　
　（
中
島
　
経
営
支
援
員
）

　
鬼
北
町
商
工
会

　
　
山
本
　
英
治
（
北
条
）

　
愛
南
町
商
工
会

　
　
梶
原
　
裕
史
（
津
島
町
）

　
　
西
本
　
遼
司

　
　（
東
温
市
　
経
営
支
援
員
）

　
連
合
会

　
　
西
川
　
明
教

　
　（
連
合
会
　
経
営
支
援
員
）

○
経
営
支
援
員
（
３
名
）

　
中
島
商
工
会

　
　
時
安
　
綾
彌 （
西
予
市
）

　
西
予
市
商
工
会

　
　
高
田
　
　
泉
（
吉
田
三
間
）

　
吉
田
三
間
商
工
会

　
　
山
下
　
光
代
（
西
予
市
）

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
付

○
事
務
局
長
（
６
名
）

　
　
松
﨑
　
幸
正 （
上
島
町
）

　
　
重
見
　
裕
三 （
北
条
）

　
　
山
下
　
一
行 （
内
子
町
）

　
　
門
田
　
光
和 （
伊
方
町
）

　
　
二
宮
　
紀
夫 （
西
予
市
）

　
　
河
野
　
通
夫 （
鬼
北
町
）

○
経
営
指
導
員
（
２
名
）

　
　
井
上
　
輝
彦 （
西
予
市
）

　
　
岩
上
　
　
睦 （
愛
南
町
）

○
経
営
支
援
員
（
４
名
）

　
　
渡
部
　
雅
恵 （
越
智
）

　
　
西
岡
　
光
駆 （
中
島
）

　
　
牧
野
き
よ
か （
吉
田
三
間
）

　
　
大
森
　
典
古 （
鬼
北
町
）

※
（
　
）
内
は
異
動
前
商
工
会
名

異　

動

退　

職

人
事
異
動

○
経
営
支
援
員
（
10
名
）

新
規
採
用

○
事
務
局
長
（
4
名
）

令
和
四
年
四
月
一
日
付

上島町
事務局長
蓼原 洋樹

内子町
事務局長
越智 武人

伊方町
事務局長
桝田 朋知

西予市
事務局長
山岡 薫彦

北条
経営支援員
森　信吾

中島
経営支援員
石井 崇勝

東温市
経営支援員
峯雪　健

伊方町
経営支援員
山下 翔之

西予市
経営支援員
山内 康平

吉田三間
経営支援員
酒井ひなた

鬼北町
経営支援員
小玉 由乃

愛南町
経営支援員
岡本 周樹

連合会
経営支援員
鳥生 明音

連合会
経営支援員
髙岡 里帆

商
工
会
の
提
供
す
る
事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う


